
屋根

色彩

素材

維持・管理

外構・緑化

付属設備

建築物の外壁は、周辺のまちなみや建築物と調和した
色彩とする（マンセル値による数値基準に適合する）

□配慮した　□該当なし

やむを得ず設置する場合は、建築物と一体的な意匠の
目隠しや緑化により見えないよう配慮する

屋外や屋上に設ける設備は、道路等の公共空間から見
えにくい場所へ設置するように努める

□配慮した　□該当なし

景観形成基準に基づき景観上配慮した事項のチェックシート【建築物】

該当するものにをしてください。

周辺の景観と調和し、経年変化による退色や汚損しに
くい素材を用いる（自然素材は除く）。

□配慮した　□該当なし

項目 景観形成基準 適合チェック 具体的な配慮・工夫の内容又は配慮しなかった場合の理由

屋根は、周辺のまちなみや地形と調和した形態意匠と
する

□配慮した　□該当なし

形態

まちなみの連続性を意識し、まとまりある景観を形成
するように努める

□配慮した　□該当なし

できる限り前面道路から後退し、圧迫感のない配置と
するように努める
ただし、周辺の建築物等の壁面位置が揃っている場合
はこの限りではない

□配慮した　□該当なし

敷地内は植栽などにより緑化に努める □配慮した　□該当なし

建築物の良好な外観が保たれるように、維持・管理に努
める

□配慮した　□該当なし

工場や倉庫は、周辺の景観との調和に配慮しながら、
敷地外周の植栽に努める

□配慮した　□該当なし

□配慮した　□該当なし


